
幼小ジョイントプロジェクトとは、幼児期の教育と児童期
の教育をつなぐという視点で、市町の実情に応じた連携を支
援していく県の事業であり、町は今年度県から研究指定を受
け取り組んでいます。保育園や小学校などの教職員が合同で
研修し、幼児期から児童期への子どもの発達や学びの連続性
に必要なことについて考えます。
10月7日、4回目の取組み「保育公開」が黒田原第1保育園

で行われ、保育士や教師ら約50人が参加し、年長児を中心に
保育園の活動を参観しました。
その後のグループ協議では、「園児が主体的に活動するた

めには情緒の安定が必要。安心感、信頼感を得るためには、
大人が子どもの声に耳を傾けることが重要」「園児たちの判
断を大切にする保育士の〈どうする？〉〈何をする？〉との
言葉かけがとても効果的だった」との意見が出され、充実し
た協議となりました。
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育ちと学びをつなぐ
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10月3日那須中央中学校で、11月の
マイ・チャレンジ（職場体験学習）を
前に、社会人としての振る舞い方やも
のの言い方などの社会技能（ソーシャ
ルスキル）を身に付けるための授業が
行われました。
国際医療福祉大学の3年生12人が進

行役として参加し、大学生が想定した
色々な場面をもとに、生徒たちは怒り
のコントロールや謝罪の仕方、友人ト
ラブルの解決方法について考えました。
2年4組の高久紘輝さんは「今まで自
分で怒りをどのように抑えるかを考え
たことはなかった。深呼吸をするなど
学んだことや自分なりの対処法を役立
てていきたい」と振り返りました。
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年長児活動　ハロウィンパーティーに向け、年少年中児も楽しめるお化け
の部屋やゲームなどを自分たちで準備
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